
新機能ガイド　page　1 

The ご紹介 7_5.4 新機能ガイド

B. 医事課管理機能

[ Ａ 基本設定 ]
　●アクセス権を設定しない

　●複数　　または　

　●ネットワーク使用

[ Ｂ 使用者の登録 ]
新規登録者ボタンで使用者を追加します。所属

のポップアップメニューの編集をクリックしま

す。現状にあわせて修正してください。たとえ

ば内科、小児科、医事課が使用する場合は右の

ようにします。

医事課職員あるいは医療クラーク（医師事務作業補助者）が医師に文書作成を依頼し、文書管理する機能です。以下

にアクセス権を設定しない場合の使用例を示します。

A. 処方箋様式変更

平成 22 年 4 月 1 日の処方せん様式変更（経過処置期間平成 22 年 9 月まで）に従い、都道府県番号、点数表番号、

医療機関コードを処方せんに表示しました。初期設定の病院情報・等で都道府県番号、医療機関コードを入力し、点

数表番号をチェックしてください（医科１、歯科３）（注）。

1. 初期設定／使用者設定

注：ファイルメーカーサーバーの場合は一旦終了し、上記の初期設定項目を修正後アップロードしてからサーバーを

再開してください。
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使用者を登録します。

管理者、

指導医（必要時）、

単独使用者（必要時）の

チェックをします。医事

課、医療クラークの方も

登録してください。

終了したら「登録終了」
ボタンを押してくださ

い。

The ご紹介 7_5.4 を立

ち 上 げ る か、 ま た は

フッタの「使用者変更」
ボタンを押します。

所属一覧が表示されま

す。

医事課からログインす

る場合は「医事課」を

選択してから使用者名

をクリックしてくださ

い。

患者台帳が表示され、

フッターに使用者名が

表示されます。

2. 医事課から The ご紹介 7 にログインする
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作成を依頼する医師の所属・医師名を設定して、次の文書を作成依頼することができます。症状詳記、国保再審査、

社保再審査、主治医意見書、医師意見書、医療要否意見書、訪問看護指示書、精神訪問看護指示書、特別訪問看護指

示書、退院時要約、退院証明書、入院証明書。以下に入院証明書の作成を依頼する例を示します。

意見書と入院証明書

の作成依頼画面がで

ます。

依 頼 先 医 師 の 所 属

科、医師名、作成依

頼日を入力します。

入院証明書の「新規

依 頼 」 ボ タ ン を ク

リックします。

3. 入院証明書の作成を依頼する

患者台帳で目的患者を表示後、スクリプトメニューの「文
書作成を依頼する」を実行します。

依頼する入院証明書

の書式名ボタンをク

リックします。

入院期間など、入力

可能な部分は医療ク

ラ ー ク が 入 力 し ま

す。

医師が手書き希望の

場合はこの段階で印

刷します。
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この入院証明書の作成を依頼した記録を残すために、ス

クリプトメニューの「この書式で証明書を作成 ( 依頼 )

する」を実行します。

証明書・診断書選択画面のフッターに、作成依頼者、依

頼日、依頼書式名、依頼先医師所属、医師名が表示され

ます。

4. 入院証明書を完成させる
1) 医療クラークが入院証明書を完成させる場合

医師の下書きができた

ら、それをもとにして

入院証明書を完成させ

ます。

医療クラークでログイ

ン後、作成依頼画面に

移動します ( 注 )。入

院証明書の「リスト」
ボタンをクリックして

ください。

注：作成依頼画面から

通常画面に戻るには

「戻る」ボタンをクリッ

クしてください。

作成を依頼した入院証

明書で、まだ作成済み

のチェックされていな

いものがリスト表示さ

れます。リストの中か

ら該当するものをク

リックしてください。

その入院証明書が表示

されます。
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入院証明書の内容を記

入後、作成日を入力し

てください。作成日が

入力された時点で完成

したとみなされます。

入院証明書の「戻る」
ボタンをクリックして
依頼リストに戻りま

す。

今作成した入院証明書

に作成日が表示されて

います。

「作成済み」をチェッ

クしてください。未提

出のリストから消えま

す。

なお、「作成したすべ
てを表示」ボタンをク
リックすると作成済み

を含めてすべて表示し

ます。また、チェック

を解除すると、ー未提

出のみー画面に表示さ

れます。

入院証明書が完成すると、ポータル表示は以下

のように変化します。

　

　依頼日（依頼）所属　医師名　→

　作成日　所属　医師名

→

依頼時　　　　　　　　　　　　　完成後
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依頼された医師がログインします。作成依頼された入院証明書を見つけるには、

患者台帳の入院証明書の「所属別リスト」ボタンをクリックしてください。現在

の所属科に依頼されている未提出の入院証明書の一覧が表示されます。一覧表示

がでますので、患者台帳で該当患者を選択しておかなくてもかまいません。

なお、旧バージョンで作成された入院証明書はすべてリスト表示されてしまいま

す。これらはリストから一括消去することができます（脚注参照）。

リストの中から該当す

るものをクリックする

と、その入院証明書が

表示されます。

入院証明書の内容を記

入後、作成日を入力し

てください。作成日が

入力された時点で完成

したとみなされます。

戻るボタンをクリック

してリストに戻りま

す。

今作成した入院証明書

に作成日が表示されて

います。

「作成済み」をチェッ

クしてください。未提

出のリストから消えま

す。

2) 医師が入院証明書を完成させる場合

注：The ご紹介 7_5.2d 以前に作成された入院証明書のリスト表示について
所属別未提出例にリストされるのは、作成済みチェックをされていない症例です。したがって、旧バージョンで作成

された証明書は全部リストされてしまいます。そこで初回使用時に「作成したすべてを表示」ボタンをクリックして、

「すべてチェックする」ボタンを押してください。これにより旧バージョンで作成された入院証明書は未提出リスト

に表示されなくなります。
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入院証明書が完成すると、ポータル表示は以下

のように変化します。

　

　依頼日（依頼）所属　医師名　→

　作成日　所属　医師名

→

依頼時　　　　　　　　　　　　　完成後

The ご紹介 7 を医療クラークでログインするか、または「使用者変更」ボタンをクリックして医療クラークでログイ

ンしてください。患者台帳で目的患者を表示後、スクリプトメニューの「文書作成を依頼する」を実行します。以下

に主治医意見書の作成依頼例を示します。

作成依頼画面がでま

す。

依頼先医師の所属科、

医師名、作成依頼日を

入力します。

意見書 -1 で主治医意

見書をチェックし、「新
規依頼」ボタンをク

リックします。

最終診察日など、入力可能な部分は医療クラークが入力します。前回記載の手書きの主治医意見書がある場合は入力

可能な部分を記載してください。医師が手書き希望の場合はこの段階で印刷します。

年齢は記入日が入力された時点で表示されます

5. 主治意見書や医療要否意見書などの作成を依頼する
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医師の下書きができた

ら、それをもとにして

主治医意見書を完成さ

せてください。

医療クラークでログイ

ン後、作成依頼画面に

移動します。主治医意

見書の「リスト」ボタ
ンをクリックします。

作成済みのチェックさ

れていないものがリス

ト表示されます。リス

トの中から該当するも

のをクリックしてくだ

さい。

意見書の内容を記入

後、作成日を入力して

ください。患者年齢が

表示されて完成しま

す。

戻るボタンをクリック

して依頼リストに戻り

ます。作成日が表示さ

れました。

「作成済み」をチェッ

クしてください。未提

出のリストから消えま

す。

→

依頼時　　　　　　　　　　　　　完成後

主治医意見書が完成すると、ポータル表示は以

下のように変化します。

　

　依頼日（依頼）所属　医師名；書式名

　　　　　　　　　　↓

　作成日　所属　医師名；書式名

6. 主治医意見書を完成させる
1) 医療クラークが主治医意見書を完成させる場合
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2) 医師が主治医意見書を完成させる場合

依頼された医師がログインします。作成依頼された主治医意見書を見つけるには、

患者台帳の意見書・等の「所属別リスト」ボタンをクリックしてください。現在

の所属科に依頼されている未提出の主治医意見書 / 医師意見書 / 医療要否意見書

の一覧が表示されます。一覧表示がでますので、患者台帳で該当患者を選択して

おかなくてもかまいません。

なお、旧バージョンで作成された主治医意見書はすべてリスト表示されてしまい

ます。これらはリストから一括消去することができます（Page 6 の脚注参照）。

リストの中から該当す

るものをクリックする

と、その意見書が表示

されます。

主治医意見書の内容を

記入後、作成日を入力

してください。作成日

が入力された時点で完

成したとみなされま

す。

戻るボタンをクリック

してリストに戻りま

す。

今作成した主治医意見

書に作成日が表示され

ています。

「作成済み」をチェッ

クしてください。未提

出のリストから消えま

す。
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主治医意見書が完成すると、ポータル表示は以

下のように変化します。

　

　依頼日（依頼）所属　医師名；書式名

　　　　　　　　　　↓

　作成日　所属　医師名；書式名

→

依頼時　　　　　　　　　　　　　完成後

C. 医長管理機能

医事課管理機能と同様の機能を使って医長が文書管理することができます。

1. 医長による文書作成依頼
医長が The ご紹介 7 にログインします。作成を依頼する医師名を設定して、次の文書を作成依頼することができます。

症状詳記、国保再審査、社保再審査、主治医意見書、医師意見書、医療要否意見書、訪問看護指示書、精神訪問看護

指示書、特別訪問看護指示書、退院時要約、退院証明書、入院証明書。

2. 医長による文書管理
医長が The ご紹介 7 にログインします。再審査請求、意見書・診断書、訪問看護指示書、退院時要約、入院証明書のポー

タル横にある「所属別リスト」ボタンをクリックすると、これらの未提出のものの一覧が表示されます。

なお、旧バージョンで作成された文書はすべてリスト表示されてしまいます。これらは The ご紹介 7_5.4 の初回使

用時にリストから一括消去することができます（Page 6 の脚注参照）。
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